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はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた
適切な方法でご使用ください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toroのウェブサイトwww.Toro.comで製品・
アクセサリ情報の閲覧、代理店についての情報
閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていた
だくことができます。

整備について、また Toro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
は Toro カスタマー・サービスにおたずねくだ
さい。お問い合わせの際には、必ず製品のモデ
ル番号とシリアル番号をお知らせください。モ
デル番号とシリアル番号はクロス･チューブに
取り付けた銘板に表示されています。いまのう
ちに番号をメモしておきましょう。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 1を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 111

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – リール刃を作業用に設定する

333 必要なパーツはありません。 – グラス･シールドを調整する。

444 必要なパーツはありません。 – 前ローラ・スクレーパを調整します。

555 必要なパーツはありません。 – 後ホイールのスクレーパを調整すします。

666 必要なパーツはありません。 – サッチャー・ユニットを取り付けます。

重重重要要要 ごごご使使使用用用開開開始始始前前前にににオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアア
ルルルをををよよよくくく読読読んんんでででくくくだだださささいいい。。。使使使いいい方方方ををを正正正しししくくく理理理
解解解しししななないいいととと重重重大大大ななな事事事故故故ををを引引引ききき起起起こここすすす危危危険険険がががあああ
りりりままますすす。。。

注注注 このサッチング･ユニットは完全組み立て
済みです。

1
リリリーーールルル刃刃刃ををを作作作業業業用用用ににに設設設定定定すすするるる（（（地地地
面面面よよよりりり上上上）））

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

注注注 後ホイール･ブラケットは、後フレーム･アセ
ンブリに取り付けられています。

1. サッチャー･ユニットを水平な台の上に載
せる。

2. 後ホイール･ブラケットをサッチャー･フレー
ムに固定しているロックナット（2個）を
ゆるめる（図 2）。

3. 希望する高さ（刃と地面との距離）と同じ厚
さのゲージバーを、ユニットの左右でサッ
チング･リールの下にあてがう。

4. ユニットの左右についている調整用キャップ
スクリュを回して、後ホイール･ブラケット
を一番高い位置まで上げる（図 2）。水平面
上にホイールが接触し（そしてリール刃が
ゲージバーに接触している）状態にする；
後ホイールが浮いている側のブラケットを

調整してホイールが水平面に接触するよう
にする。調整ができたら左右のキャリッジ･
ボルトのロックナットを締める。

図図図 222

1. 後ホイール・ブラケット 4. ロックナット

2. ゲージバー 5. 刈高ノブ

3. 調整用キャップスクリュ 6. ロックナット
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2
リリリーーールルル刃刃刃ををを作作作業業業用用用ににに設設設定定定すすするるる（（（地地地
面面面よよよりりり下下下）））

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注 刃を地面に食い込ませる場合の最大推奨深
さは 6 mm です。

1. サッチャー･ユニットを水平な台の上に載
せる。

2. 希望する深さ（刃が地面に食い込む深さ）と
同じ厚さのゲージバーを全部で4枚用意し、
ユニットの左右で前ローラおよび後ホイー
ルの下にあてがう（図 3）。

図図図 333

1. ゲージバー（4本）

3. 左右の後ホイールが両方とも水平面に接して
いる状態で、左右の刈高ノブのロックナッ
トをゆるめる。前ローラの左右両端が水平
面に接触するまで、刈高ノブを回して調整
する。ローラと水平面との間に紙を差し入
れて、ローラが面に密着していることを確
認する。刈高ノブのロックナットを元通り
に締める（図 2）。

3
グググラララススス･･･シシシーーールルルドドドををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 前グラス･シールドを固定しているキャップ
スクリュ（2個）をゆるめる。

2. グラス･シールドを希望する高さに調節して
キャップスクリュを締める。

3. サッチング･リールを回してみて、グラス･
シールドとリールが干渉していないことを
確認する。

注注注 リール刃が磨耗するにつれてリールの直
径が小さくなってくるため、設定は徐々に変
化します。希望通りの設定になっているか
どうか定期的に調整を確認してください。

図図図 444

1. グラス･シールド 2. グラス･シールドねじ

注注注 シールドの裏側にあるバーを調整して地
上高を低くすることができます。サッチャー
の刃を交換した場合には、忘れずにバーの
位置調整を行ってください。
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4
前前前ロロローーーラララ・・・スススクククレレレーーーパパパををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 前ローラ･スクレーパをブラケットに固定
しているロックナットとジャムナットをゆ
るめる。

2. ローラ･スクレーパとローラとのすき間が
0.8～1.5 mm となるようにローラ･スクレー
パを調整する。

図図図 555

1. 前ローラ･スクレーパ 2. ローラ・ブラケット

3. 調整ができたら、ローラ･スクレーパをブラ
ケットに固定しているロックナットとジャ
ムナットを締め付ける。

5
後後後ホホホイイイーーールルルのののスススクククレレレーーーパパパををを調調調整整整
すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 各後ホイール･スクレーパをブラケットに
固定しているジャムナットとロックナット
をゆるめる。

2. スクレーパの前エッジとホイールとのすき
間が 0.8～1.5 mm となるようにそれぞれの
スクレーパを調整する。

図図図 666

1. 後ホイール・スクレーパ 2. ジャム・ナット

3. 調整ができたら、スクレーパをブラケット
に固定しているロックナットとジャムナッ
トを締め付ける。

注注注 スクレーパの調整は、ターフのコンディ
ションに合わせて行ってください。

6
サササッッッチチチャャャーーー・・・ユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

重重重要要要 マママイイイナナナススス設設設定定定（（（地地地面面面ににに食食食いいい込込込むむむ設設設定定定）））ののの場場場
合合合、、、不不不用用用意意意ににに取取取りりり扱扱扱うううととと、、、サササッッッチチチンンングググ･･･ブブブレレレーーー
ドドドがががコココンンンクククリリリーーートトトののの床床床なななどどどににに当当当たたたっっっててて破破破損損損しししままま
すすすかかかららら十十十分分分ににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 このサッチング･ユニットをグリーンズマス
ター 3200 または 3200-D に取り付ける場合に
は、プル･リンク･キット（P/N 94-9630）が必
要です（サッチング･ユニット 1 台につきキッ
ト 1 セット）。他のグリーンズマスター･シ
リーズの他のモデルに取り付ける場合には、プ
ル･リンク･キットは不要です。

1. 平らな場所に駐車し、昇降アームを降下さ
せ、エンジンを止め、駐車ブレーキを掛け
る。

2. サッチング･ユニットをプル･フレームの下
に引き入れ、吊り輪ローラ（フック･ロー
ラ）を昇降アームに掛ける。

5



図図図 777

1. プル・フレーム 2. プル・フレーム･キット

注注注 グリーンズマスター 32xx シリーズに取
り付ける場合、右前位置に取り付けるサッ
チング･ユニットに関しては、左側について
いるカウンタ･ウェイトを取り外して、ユ
ニットの右側に付け直してください。左側
にはモータを取り付けます。

A. プル･リンク･キット（P/N 94-9630）につ
いている説明書に従って、プル･リンク･
キットの取り付けを行う。

B. リール駆動モータの取り付けネジの突
き出し高さを調整する；それぞれのネジ
が、13 mm 程度ねじ山を残して突き出し
ていればよい（図 8）。

C. リール・モータのシャフトのスプライン
部にグリスを塗布し、モータを取り付け
穴に正対させ、時計方向にひねって取り
付けネジを一回かわし、次に逆にひねっ
て取り付けねじに掛け、2本のネジに確
実に嵌めた上で、取り付けナットを締め
つける。

図図図 888

1. リール駆動モータ取り付けネジ

運運運転転転操操操作作作

トトトレレレーーーニニニンンングググ期期期間間間
実際にグリーン上でサッチングユニットを使う
前に、希望通りの設定で使うと実際にどのよう
な仕上がりになるのかを別の場所で確かめてく
ださい。テスト用のエリアを作り、予想通り
の仕上がりになるかどうかを確認してくださ
い。テストの結果を見て、必要に応じてサッ
チャーの調整を行ってください。

注注注 グリーンズマスター 3200, 3200–D または
3250–D に取り付けて使用する場合には、これ
らのトラクションユニットには大きな負荷とな
りますので、キャリア・フレームおよびリール
油圧回路のリリーフ･バルブの調整が必要にな
る可能性があります。調整手順：

グググリリリーーーンンンズズズマママスススタタターーー 3200,3200,3200, 3200-D3200-D3200-D
おおおよよよびびび 3250-D3250-D3250-D のののキキキャャャリリリアアア･･･フフフレレレーーー
ムムム･･･ロロローーーラララののの調調調整整整
1. 平らな場所に駐車し、キャリア･フレームを

床まで降下させる。

2. キャリア･フレームのストップねじのジャ
ムナットをゆるめ、ねじを回して、キャ
リア･フレームのローラを床の高さまで下
げる。調整ができたらジャムナットを締
め付ける。

図図図 999

1. キャリア・フレームのローラ 2. ストップねじ

3. サッチャーから通常のカッティングユニッ
トに付け替える際には、キャリア･フレー
ムのローラが床から 9.5 ± 3.1 mm 程度浮
くように、再調整を行う。
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リリリーーールルル回回回路路路のののリリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブののの
設設設定定定圧圧圧ののの点点点検検検・・・調調調整整整
グリーンズマスター 32xx シリーズ（モデル
No. 04380, 04381 および 04383）とグリーン
ズマスター 3150（モデル No. 04357）

油油油圧圧圧テテテススストトトににに関関関すすするるる注注注意意意

テテテススストトト手手手順順順ににに示示示ささされれれててていいいるるる適適適切切切ななな規規規格格格ののの計計計
器器器（（（油油油圧圧圧計計計）））ををを使使使用用用しししななないいいととと、、、計計計器器器ををを破破破損損損
すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるるばばばかかかりりりでででなななくくく、、、高高高温温温のののオオオイイイ
ルルルががが噴噴噴出出出しししててて人人人身身身事事事故故故ににになななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

まままたたた、、、テテテススストトトははは必必必ずずず 222 人人人ででで行行行うううこここととと。。。111 人人人
ががが運運運転転転席席席ににに座座座っっっててて決決決めめめららられれれたたた操操操作作作ををを行行行いいい、、、
もももううう 111 人人人ががが計計計器器器ををを読読読んんんででで記記記録録録ををを行行行ううう。。。

圧圧圧力力力ののの掛掛掛かかかっっったたたオオオイイイルルルががが吹吹吹ききき出出出るるる事事事故故故ををを防防防
止止止すすするるるたたためめめ、、、まままずずず、、、すすすべべべてててののの油油油圧圧圧装装装置置置ををを操操操
作作作しししててて、、、内内内部部部ののの油油油圧圧圧ををを解解解放放放すすするるる。。。各各各油油油圧圧圧装装装
置置置ののの操操操作作作ははは、、、エエエンンンジジジンンン･･･キキキーーーををを RUNRUNRUN 位位位置置置ににに
セセセッッットトトししし、、、エエエンンンジジジンンンははは掛掛掛けけけななないいいででで行行行ううう。。。内内内
部部部ののの圧圧圧力力力ののの解解解放放放ががが終終終了了了しししたたたららら、、、キキキーーーををを OFFOFFOFF
位位位置置置ににに戻戻戻すすす。。。キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備作作作業業業ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずエエエンンン
ジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを下下下
降降降まままたたたははは台台台なななどどどででで支支支えええててて、、、シシシススステテテムムム内内内部部部ののの
圧圧圧力力力ををを完完完全全全ににに解解解放放放すすするるるこここととと。。。

油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルル・・・リリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは
作作作動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいままますすすかかかららら、、、手手手ななな
どどどををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新
聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使 いいい、、、絶絶絶対対対ににに手手手ををを直直直接接接
差差差ししし入入入れれれたたたりりりしししななないいいこここととと。。。高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる
作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷
ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに
入入入っっったたた場場場合合合にににははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害ににに経経経験験験
のののあああるるる施施施設設設ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受けけけ
るるる必必必要要要がががあああるるる。。。こここのののよよようううななな怪怪怪我我我ををを放放放置置置すすするるる
ととと壊壊壊疽疽疽ををを起起起こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

1. 接続を外したり分解したりする部分および
その周囲を十分にきれいにする。油圧シス

テムを取り扱う際には、内部に異物を絶対
に入れないよう、常に細心の注意を払うこ
と。一旦異物が入ると、機器の内部著し
い磨耗が発生する。

2. 油圧ラインやホースの接続を外した場合に
は、必ず開口部にキャップなどをはめて、
異物の侵入を防ぐこと。

3. エンジンのコンディションに問題がないこ
と。油圧テストを行うときにはタコメータ
でエンジンの回転数を確認すること。エン
ジンの回転速度により、油圧テストの結
果が変わってくる。

4. 給油側と吐出側を間違えないで接続するこ
と。テストの種類（加圧テストや流量を測
定する場合）によっては接続間違いによっ
て計器を破損してしまう場合がある。

B.B.B. マママニニニホホホルルルドドドのののリリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブののの圧圧圧力力力
チチチェェェッッッククク

1. 油圧オイルが通常の作動温度になるよう
に、マシンを 10 分間程度運転する。

2. マシンを平らな場所に駐車させ、カッティ
ングユニットを降下させる。エンジン停
止させ、駐車ブレーキを掛けたことを確
認する。

3. 油圧テストに関する注意事項をよく読んで
理解する。

4. 左側リール･モータの給油ポート用のバル
クヘッド（マシン壁面）に接続されている
ホースを外す。

5. ポート（P1）につながるホースを、ギア･
ポンプのところで外す；このポートは油圧
マニホルドの底部にある。

6. ホースとバルクヘッドとの間にテスターを
直列に接続する。フロー･コントロール･バ
ルブが完全に開いていることを確認する。

7. T字コネクタと油圧計をギア･ポンプ部の
フィッティングとホース接続部につなぐ。

8. バックラップ･キットがついている場合に
は、バックラップ･ノブが刈り込み位置に
セットされていることを確認する。また、
リール速度ノブが最高速度にセットされて
いることを確認する。

テテテススストトト中中中にににリリリーーールルルにににふふふれれれるるるととと大大大怪怪怪我我我をををすすするるる
恐恐恐れれれがががあああるるるのののででで、、、リリリーーールルルにににふふふれれれななないいいよよよううう
十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。
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9. エンジンを始動し、スロットルで最大速度
に設定する。カッティングユニットを作
動させる。

10.油圧計を注意深く観察しながら、ゆっくり
とフロー･コントロール･バルブを完全に閉
じる。油圧計の読みが 3000 psi （210 kg）
に達しなかった場合には、エンジンを止
め、リリーフ･バルブを調整する。「C.マ
ニホルドのリリーフ･バルブの調整手順」
へ進む。

C.C.C. マママニニニホホホルルルドドドのののリリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブののの調調調整整整

絶絶絶対対対ににに、、、油油油圧圧圧系系系統統統内内内部部部ががが加加加圧圧圧ささされれれててていいいるるる状状状
態態態ででで調調調整整整ををを行行行っっってててはははななならららななないいい。。。キキキャャャッッップププををを
外外外しししたたたとととたたたんんんにににバババルルルブブブかかかららら油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが噴噴噴
ききき出出出すすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。人人人身身身事事事故故故とととなななるるる危危危険険険
がががあああるるるかかかららら十十十分分分ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。油油油圧圧圧系系系ににに
圧圧圧力力力をををかかかけけけるるる際際際にににははは、、、必必必ずずずキキキャャャッッップププををを取取取りりり
付付付けけけててて確確確実実実ににに締締締めめめ付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

1. マニホルドの後ろ側で、六角レンチを使っ
てリリーフ･バルブのキャップを外す。
（図 10）。

図図図 101010

1. マニホルド 3. キャップ

2. リリーフ･カートリッジ

注注注 調整ソケットを 1/8 回転させると約 50
psi （3.5 kg）の調整、すなわち1回転では
約 28 kg の調整となる。

2. 設定を大きくするには、バルブ内部にある
調整ソケットを右回しに 1/8 回転させる。

3. 設定を小さくするには、バルブ内部にある
調整ソケットを左回しに 1/8 回転させる。

4. 調整ができたら、バルブにキャップをはめ
て締め付ける。テストによって設定を確認
する（3000 psi = 210 kg）。

5. サッチャー･ユニットの駆動を停止する。エ
ンジンを停止する。

6. マニホルドとホースからテスターを外す。
ホースを元通りにポンプに接続する。

7. 通常のカッティングユニットに付け替えた
場合も、新しいリリーフ設定（210 kg）で
使用して構いません。

リリリリリリーーーフフフ圧圧圧ののの設設設定定定ははは 210210210 kgkgkg ををを超超超えええてててはははななな
らららななないいい。。。オオオイイイルルルががが噴噴噴出出出しししててて人人人身身身事事事故故故とととななな
るるる危危危険険険がががあああるるる。。。

ブブブレレレーーードドドののの構構構成成成ををを変変変えええるるる
工場から出荷された状態では、刃と刃のすき間
が 1/2 インチ（13 mm）になっています。1/4
インチ（6 mm）スペーサ（P/N 17–1600）と 3/4
インチ（18 mm）スペーサ（P/N 82–6600）を組
み合わせることにより、刃間隔を、13 mm, 18
mm, 25 mm, 32 mm に設定することが可能です。

ヒヒヒンンントトト
• サッチングは機械に大きな負荷のかかる作

業ですのでエンジンはフルスロットルで使用
し、走行速度を適切に調整してください。

• 刃を地面に食い込ませる場合の最大推奨深
さ設定は 6 mm です。

• サッチング作業にどのていどのパワーが必
要かは、ターフや土壌の条件により変わり
ます。条件によっては走行速度を下げる
必要がでてきます。

8



保保保守守守

潤潤潤滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔::: 20運転時間ごと

サッチング･ユニット 1 台について、6 ヶ所の
グリスポイントがあります。手動式のグリス･
ガンの使用をお勧めします。

グググリリリスススののの種種種類類類：：： No.2 リチウム系汎用グリス

1. グリス・ニップルの周囲をウェスできれい
に拭く。

2. リール･ベアリング、前ローラ･ベアリン
グ、後ホイール･ベアリングにそれぞれグリ
スを注入する；手に圧力が感じられるまで
注入すること。

重重重要要要 圧圧圧力力力ををを掛掛掛けけけすすすぎぎぎるるるとととグググリリリススス・・・シシシーーールルルををを
破破破損損損しししままますすすかかかららら注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. はみ出したグリスはふき取る。

図図図 111111

リリリーーールルルののの保保保守守守

リリリーーールルルののの取取取りりり外外外ししし

1. カウンタウェイトをサッチング･ユニットに
固定しているネジ（2本）とワッシャをゆる
める。カウンタウェイトを取り外す。

2. リール･モータをサッチング･ユニットに固定
しているネジ（2本）をゆるめる。リール･
モータを取り外す。

3. リール･ベアリングのハウジングをサッチン
グ･ユニットの両側に固定しているネジ（2
本）とロックワッシャを外す（図 12）。

図図図 121212

1. ベアリング･ハウジング

4. リール･ベアリングについているロッキング･
カラーから固定ネジを外す（図 13）。

図図図 131313

1. ロッキング・カラー

5. ピンとハンマーとを使って、ロッキング･
カラーを通常回転と逆の方向にたたいてゆ
るめる。

6. ベアリングのハウジングとロッキング･カ
ラーをサッチャーのリール･シャフトから抜
き出す。

7. サッチング･ユニットのフレームから、注意
深くリール･アセンブリを取り出す。

ブブブレレレーーードドドをををシシシャャャフフフトトトかかかららら取取取りりり外外外すすす

1. シャフトについている 1–1/8 インチ･ナット
のうちの 1 つを外す。
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図図図 141414

1. 1/-18 インチ･ナット

2. シャフトからスペーサとサッチング･ブレー
ドを取り出す。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドををを取取取りりり出出出すすす際際際、、、ブブブレレレーーードドドにににつつつ
いいいててていいいるるる目目目印印印穴穴穴ののの位位位置置置ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。ブブブ
レレレーーードドドををを再再再組組組みみみ立立立てててすすするるるととときききににに、、、こここののの目目目印印印
ががが非非非常常常ににに重重重要要要ににになななるるる。。。

ブブブレレレーーードドドははは非非非常常常ににに鋭鋭鋭利利利でででああありりり、、、バババリリリなななどどどががが
つつついいいててていいいててて手手手ををを怪怪怪我我我すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるるのののででで、、、
取取取りりり外外外しししははは慎慎慎重重重ににに行行行うううこここととと。。。

3. ブレードとスペーサの取り出しが終わった
ら、シャフトをきれいに洗い、次の組み立て
に備えてシャフト全体に薄くグリスを塗る。

重重重要要要 222 枚枚枚あああるるる 3/4"3/4"3/4" イイインンンチチチのののスススペペペーーーサササははは、、、
そそそれれれぞぞぞれれれシシシャャャフフフトトトののの両両両端端端ににに取取取りりり付付付けけけままますすす。。。各各各
ブブブレレレーーードドドををを裏裏裏返返返しししににに取取取りりり付付付けけけななないいいよよようううににに注注注
意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。分分分解解解ははは手手手順順順ががが非非非常常常ににに重重重要要要
ででですすす。。。ブブブレレレーーードドドををを取取取りりり外外外すすす際際際にににブブブレレレーーードドドののの
順順順序序序ををを入入入れれれ替替替えええたたたりりり、、、組組組みみみ立立立てててるるるととときききににに逆逆逆
順順順にににしししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ブブブレレレーーードドドののの
目目目印印印穴穴穴ににに注注注意意意しししななながががららら分分分解解解しししてててくくくだだださささいいい。。。
こここののの目目目印印印穴穴穴ははは、、、組組組みみみ立立立てててののの際際際にににサササッッッチチチンンングググ･･･
リリリーーールルルががが「「「正正正しししいいいらららせせせんんん形形形状状状」」」ににになななるるるよよよううう
ににに組組組みみみ立立立てててるるるたたためめめのののももものののででですすす。。。

サササッッッチチチンンングググ･･･ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ（（（131313 mmmmmm 間間間
隔隔隔）））

以下の手順を守って、正しいらせん形状に組み
立ててください。

1. まず、シャフトの一端に 3/4 インチ（18
mm）のスペーサを取り付け、次に 1 枚目の
ブレードを取り付ける。

2. 次に、13 mm のスペーサを取り付ける。

3. 取り付ける時にブレードを裏返しに取り付
けないように注意すること。取り付け方を
間違うとサッチングユニットが適切に動作
しない。分解するときに十分注意しながら
行うことが非常に大事である。

4. 次のブレードを左に 1/6 回転ずらして、つ
まり、合い印が面一枚分左にずれるように
して、取り付ける（図 15）。以上の手順を
繰り返しながら、ブレードとスペーサを交
互に、最後まで取り付けてゆく。正しく組
みあがれば、リール全体がきれいにねじれ
た形状の円柱となる。

図図図 151515

1. 目印穴

5. スペーサとブレードを全部組み付け終わっ
たら、1-1/8 インチ･ナットにロクタイト青
#242 を塗りつけ、11～13 kg.m にトルク締
めする。ブレードは中心からのズレが ±1.5
mm 以内でなければならない。

注注注 もし、リールの端部についているスプラ
イン･ナットを外した場合には、ロクタイト
青 #242 をナットのねじ山部分にぬってか
ら再取り付けすること。ナットは 5.5～8.0
kg.m にトルク締めする（左側のナットは左
ねじであるから注意）。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドのののとととがががっっっててて鋭鋭鋭利利利ななな方方方ががが回回回転転転ののの
前前前方方方向向向ををを向向向くくくのののががが正正正しししいいい取取取りりり付付付けけけ方方方ででであああるるる。。。
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リリリーーールルルをををフフフレレレーーームムムににに取取取りりり付付付けけけるるる

1. シャフトの両端にロッキング･カラーを通
す。カラーの内径の大きい側が外側を向く
ように通すこと。

2. シャフトの両端にロッキング･カラーを通
す。カラーの内径の大きい側が外側を向く
ように通すこと。

3. リール･ベアリングのハウジングをサッチン
グ･ユニットの両側に取り付け、分解時に外
しておいたキャップスクリュとロックワッ
シャで固定する。

4. リール･アセンブリが、サッチング･ユニッ
トの左右のサイドプレートの中間にくるよ
うに（誤差 3 mm 以内）セットする。

5. ピンとハンマーとを使って、ロッキング･カ
ラーを通常回転方向にたたいて締め込む。
回転方向にたたくこと。固定ねじ（2本）
を締め付ける。

6. カウンタウェイトをサッチング･ユニット
に、ネジ（2本）とワッシャで固定する。

7. リール･モータをサッチング･ユニットにネ
ジ（2本）で固定する。

8. リールのセッティングを点検し、必要に応
じて調整する。
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保証条件および保証製品
Toro社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、 Toro社
およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造
上の欠陥 に対して、2年間または1500運転時間*のうちいずれか早く
到達した時点までの品質保証を共同で実施いたします。この品質保
証の対象となった場合には、 弊社は無料で「製品」の修理を行い
ます。この無償修理には、 診断、作業工賃、部品代、運賃が含まれ
ます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワー・メータを装備している機器に対して適用します。

保証請求の手続き
保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代
理店（ディストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連
絡をして頂くことが必要です。

連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある場
合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department 
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN  55420-1196 
952-888-8801 or 800-982-2740
E-mail: commercial.service@toro.com

オーナーの責任
「製品」のオーナーは、オーナーズマニュアルに記載された整備や
調整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、
保証が受けられないことがあります。

保証の対象とならない場合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となる
わけではありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはな
りません。

•	 Toroの純正交換部品以外の部品や弊社が認めていないアクサセ
リ類を搭載して使用したことが原因で発生した故障や不具合。

•	 必要な整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

•	 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使
用したことが原因で生じた故障や不具合。

•	 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥
があった場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレード、リール、ベッドナイフ、タイ
ン、点火プラグ、キャスタホイール、タイヤ、フィルタ、ベルト、ス
プレーヤの一部構成機器たとえばダイヤフラム、ノズル、チェッ
ク・バルブなどを言います。

•	 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条
件、汚染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤の使用
などが含まれます。

•	 通常の使用にともなう「汚れや傷」。通常の使用に伴う「汚れや
傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー類、窓など
に発生する汚れや傷を含みます。

部品
定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到
来するまで保証されます。

この保証によって取り外された部品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場
合により、弊社は部品の交換でなく再生による修理を行います。

その他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなり
ます。

両社は、本製品の使用に伴って発生しうる間接的偶発的結果的損
害、例えば代替機材に要した費用、故障中の修理関連費用や装置
不使用に伴う損失などについて何らの責も負うものではありませ
ん。両社の保証責任は上記の交換または修理に限らせていただき
ます。その他については、排気ガス関係の保証を除き、何らの明示
的な保証もお約束するものではありません。 商品性や用途適性に
ついての黙示的内容についての保証も、本保証の有効期間中のみ
に限って適用されます。

米国内では、間接的偶発的損害にたいする免責を認めていない州
があります。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認め
ていない州があります。従って、上記の内容が当てはまらない場合
があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国ま
たは地域によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場
合もあります。

エンジン関係の保証について：米国においては環境保護局（EPA）
やカリフォルニア州法（CARB）で定められたエンジンの排ガス規制
および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個に適用され
ます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されませ
ん。くわしくは、エンジンマニュアルまたはエンジンメーカーからの
書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

Toro 一般業務用機器の品質保証
２年間品質保証

•®

米国とカナダ以外のお客様へ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディ
ーラ）へおたずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場
合は本社へ直接お問い合わせください。
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